
杉並区保健福祉計画（平成30～33年度）における青少年育成に関する施策・事業について

課題 今後の取組

 子ども・青少年の育成支援の充実

○ 年度によって、寄附件数・金額にバラ
つきがあり、安定していない。

○ より多くの方々に寄附への理解と賛同を得られる
よう、基金活用事業報告会や各種イベントなどに
おいて、呼びかけや周知を図る。また、過去に基
金活用事業へ参加した対象者には、最新の事業
報告会等への参加を呼びかけ、再度の寄附をお
願いするなど、引き続き事業の理解促進に取り組
む。

○ 4年目を迎える民間事業者からの提案
事業は、助成を継続する事業が複数
あるなど、やや体験機会が固定化して
きている。

○ 杉並区次世代育成基金推進会議及び実務会議に
おいて、引き続き活用方法などを検討する。

○ 30年4月に待機児童数が15名以上となった学童ク
ラブ（7か所）に対する受入れ拡大の検討・具体化
を図る。
32年度以降の待機児童数予測を踏まえて、必要
な受入れ拡大の検討・具体化（実行計画等への反
映を含む）を図る。

○

○

施策・事業 現状

【学童クラブの整備】
　段階的に受入枠を広げ、平成30年度には4,669人の受入枠を確保している。それにより、
全体の最大受入数は入会需要（登録児童数及び待機児童数）を上回っているものの、待機
児童数は増加傾向にある。

保育需要の増加に連動して、当面の
間、学童クラブの需要も増加すると見
込まれる。

１　次世代育成基金の活用推進

２　学童クラブの整備・充実

資料１

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実施数 5 6 7 7 7 7
参加者数 143 148 205 188 293 312
実施数 - - - 1 3 5
参加者数 0 0 0 69 447 872

区主催事業

提案事業助成

件数 法人金額 件数 団体金額 件数 個人金額 件数 金額

24年度 8 1,430,000 4 123,543 23 2,754,333 35 4,307,876

25年度 30 26,489,438 42 949,782 148 2,884,589 1     30,000 221 30,353,809

26年度 6 1,314,580 36 3,273,665 376 6,026,318 1     40,000 419 10,654,563

27年度 10 2,371,950 32 1,969,793 687 14,607,467 1     60,000 730 19,009,210

28年度 15 1,585,710 24 1,531,837 655 2,413,940  16    83,000 710 5,614,487

29年度 12 2,585,477 25 15,976,476 1,238 5,194,197 1     70,000 1,275 23,756,150

計 81 35,777,155 163 23,825,096 3,127 33,880,844 283,000 3,390 93,696,095
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課題 今後の取組施策・事業 現状

２　学童クラブの整備・充実

 
○ 女性の社会進出やワークスタイルの

変化、核家族化などより、子どもを預
けて働く家庭が増加している。このた
め、保護者が安心して働きながら子育
てができるように、育成時間の延長を
求める声がある。

 
○ 平成30年度当初から3学童クラブにおいて開始し

た育成時間延長のモデル実施を踏まえ、平成31年
度から全学童クラブの本格実施を図る。

 
○

 
○

４　中・高校生の居場所の充実

 
○ ゆう杉並は、1日平均利用者数が約

150人である一方、各児童館では1日
平均利用者数は約3人と極めて利用
が少ない状況にある。

 
○

 
○

中・高校生の新たな居場所の箇所数や設置場所、
機能、運営面のあり方等に関する基本指針を策定
し、居場所整備の計画化を図る。
基本指針を踏まえ、（仮称）永福三丁目複合施設
の運営体制等の検討や統合後の杉八小跡地活用
方針の策定に反映していく。

 地域福祉の充実
○

○

早期の支援に向けた相談機能の連携
機能強化が求められている。

平成29年度に実施した「杉並区子育
て家庭実態調査」では、くらしのサ
ポートステーションを「知らない」人の
回答は8割程度となっている。

○

○

相談機関間の連携シート「くらシート」の導入・検証
のほか、相談機関連携推進員（新設）の役割を検
討する。
くらしのサポートステーションの認知度を高めるた
め、引き続きパンフレット等を活用し、関係機関等
へのPRを実施する。

○ 生まれ育った家庭の事情等により養
育環境が不十分な子どもが成長に不
利益を受けないよう、健全な育成環境
に資する施策の検討や関係所管の連
携が必要。

○

○

東京都の「子供食堂推進事業」補助金（新規）を活
用して、子ども食堂の充実を図る。
引き続き、社会福祉協議会による杉並子ども食堂
ネットワーク等を活用して、子ども食堂・無料学習
塾等の相互連携を支援する取組を進める。

　生活困窮者自立支援法に基づく区の相談支援窓口として、杉並区では平成27年4月から、
生活困窮者自立相談窓口（くらしのサポートステーション）を開設。くらしのサポートステーショ
ンでは、経済的な課題を中心に様々な困りごとを抱えた方を対象に、関係機関と連携して早
期支援や包括的支援に結び付けるとともに、改善するまで伴走による支援を実施。

【稼働年齢層の就労支援の充実】
　生活困窮者、ひきこもり等の要因から就職ができず将来困窮する恐れがある若者などに対
して、「くらしのサポートステーション」で、就労する上での必要な知識や技術の習得に関する
相談を実施。

【小学校から児童館への直接来館制度の実施】
 ○ 29年度から全ての児童館（40館）で実施
　　月平均　1館当たりの登録児童数　24人
　　　　　　　　　　　　　　　延べ利用児童数　33人

実施校では多くの児童が利用している
ものの、本格実施校数が少ないため、
区全体に事業が浸透していない。

平成32年度以降は、これまで以上に多くの学校で
本格実施するよう計画化を図るとともに、利用者及
び保護者など関係者への周知等に努め、利用促
進につなげる。

【育成時間】
 ○ 育成時間
　月～金曜日：下校後から午後6時まで
　※学校休業日は午前8時30分から、利用時間延長が必要な児童は午後6時30分まで
　土曜日：午前8時30分から午後5時まで
 ○ 費用　月額4,000円（別途、おやつ代1,800円）

【子どもの貧困対策に資する総合的な支援の推進】
　国の「子供の貧困対策に関する大綱」に掲げる4つの重点施策（教育の支援、生活の支援、
保護者に対する就労の支援、経済的支援）に「支援につなげる基盤の強化」を加え、子ども食
堂等の支援などを計画化した。

３　小学生の放課後等居場所の充実

【小学校内での放課後等居場所事業の実施】
 ○ 杉並和泉学園（29年4月）及び杉並第二小学校（30年4月）で本格実施
 ○ 本格実施に向けた試行的な取組を4校で実施
 ○ 29年度延べ利用者数：13,658人（一日平均49人）

１　生活困窮者・世帯及びひきこもり等
　　の自立支援の推進

２　子どもの貧困対策に資する総合的
　　な支援の推進

【中・高校生の居場所】
 ○ 中・高校生向け大型児童館（ゆう杉並）1館
　　29年度 中・高校生延べ利用者数：47,329人
 ○ 児童館40館　29年度　全児童館利用者数（1,525,482人）のうち
　　中・高校生延べ利用者数：34,863人
 ○ 中・高校生委員会の運営　ゆう杉並14人、地域館85人

約２倍

29年度　杉並和泉学園

月平均　延べ利用者数

１，０７８人

放課後等居場所事業（いずみんなクラブ）
の平日の利用

５７８人
月平均　延べ利用者数

27年度　和泉児童館

小学生の平日の利用
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